
 

 

【東大】 
 次ページの表２－１は、アフリカの３つの国を取り上げ、主要貿易相手国(輸出額・輸入額の上位５カ国)を示

したものである。 

 
 (1) Ａ～Ｃの各国は、南アフリカ、ナイジェリア、モロッコのいずれかである。Ａ～Ｃの国名を、Ａ－○のよ

うに答えなさい。 

 
 (2) Ａ国とＢ国の主要輸出相手国の構成を比較し、その特徴とそうした特徴がみられる背景を、あわせて２行

以内(60 字)で述べなさい。 

 
 (3) Ｃ国では、全体の輸出額が輸入額を大きく上回っている。こうした貿易構造に反映されている、この国の

経済・社会発展上の課題を２行以内(60 字)で述べなさい。 

 
 (4) Ａ～Ｃの各国とも、輸入相手国の上位に中国が位置している。2000 年代に入って、とくにアフリカ諸国

では、中国からの輸入が急増している。こうした事態が生じている背景を２行以内(60 字)で述べなさい。 
 
【京大】 
 河川Ｆと河川Ｇの分水界一帯では、ある鉱産資源の採掘が盛んである。この地域で鉱業が発展した背景につ

いて、1970 年代以降の中国との関係に留意して、50 字以内で述べよ。 
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【一橋大 改題】 
 コンゴ民主共和国とその南の隣国ザンビアはともに銅とコバルトの世界的な生産国である。銅およびコバルト

は両国にまたがる鉱脈から採掘される。コンゴ民主共和国には主要な港としてマタディ港があるものの、コンゴ

民主共和国で採掘される銅とコバルトの多くは、ザンビアを経由して、南アフリカ共和国のダーバン港(鉱山地帯

からの陸上輸送距離 2,600～2,300km)などから輸出されている。なぜ外国の港を使って輸出されているのか。図

Ⅰ－１の地図を参考にして、考えられる理由を述べなさい。なおコンゴ民主共和国をコンゴと略して書いてよい。

(100 字以内) 
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前置き文 
 ついに新しい学年がスタートしましたね！やる気満ちあふれるときにはどんどん勉強した方がいいですよ。

どうせ長い受験戦争、どっかでたるんでしまう時が来るものです。へこむことが分かっているわけだから、

元気があるうちに勉強貯めをしておくわけです。ですが、あまり背伸びはしない方がいいでしょう。復習の

嫌いな人は、すぐに新しい問題を求めて違う問題集をやったりするようですが、そういう人の成績は伸び悩

みますよ。難しい問題をたまに解ける時の実力は本当の実力ではなく、簡単な問題を解けない時の実力が本

当の実力と考えましょう。３月末から始まった朝の連続テレビ小説の「まれ」のヒロインもずっと言ってい

ますよね、「地道にこつこつ」と。正直、１放送に７回ぐらいこの言葉が言われるので耳にたこができてしま

いますが、やはり金言でしょう。 
 さて、話は変わって 15 年度の入試問題に関して。結構多くの大学がアフリカをテーマとして出題していま

した。数年前からもアフリカは“熱い”地域だと言われていたのに、なぜか今年度に集中しました。ちょっ

と面白いなと思ったので、いくつかの大学の問題を解いてもらおうと思いました。それでは１週間頑張って

ください。 
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